











































































































































































































































































































































































昭 百瀬川第一 4戸1) 2戸1)c2i戸2〕dg戸3) 3戸1〕 3戸d4戸1) 33戸0) 4. 94人(12. ( 6. . . ( 9. ( 9. (12. (100. 
和 百瀬川第二 2 3 3 3 1 12 3.92 
46 (16. 7) (25. 0) (25. 0) (25. 0) ( 8. 3) (100. 0) 
年 計 6 5 10 13 3 4 4 45 4. 67 (13. 3) (11.1) (22. 2) (28. 9) ( 6. 7) ( 8. 9) ( 8. 9) (100. 0) 
昭 百瀬川第一 9 7 1 7 7 1 32 4.00 (28.1) (21. 9) ( 3.1) (21. 9) (21. 9) ( 3.1) (100.0) 
和 百瀬川第二 3 5 3 1 12 3.25 
52 (25.0) (41. 7) (25.0) ( 8.3) (100. 0) 
年 12 12 4 7 8 1 44 3.80 (27.3) (27.3) ( 9.1) (15. 9) (18.2) ( 2.3) (100.0) 
世帯が，この地区全体では24戸， 45戸中約53%と半ばを越え，特に百瀬川第ー
では60%以上を占めていた。それが52年10月になると，百瀬川第ーでも約47%
と半ばを割り， 百瀬川第こでは僅か 1戸（8.3%）に過ぎなくなって， この地
区全体では36%余りに減少しているO しかも， 2人ないし 3人の小世帯が激増
し，特に百瀬川第一で2倍以上に増加し，この地区全体でも 2人世帯が46年の










7人世帯4戸も， 52年には6人ないし 5人世帯へ，更に， 46年の 6人世帯3戸




46年において， 13戸と最も多数を占めた5人世帯では， うち 2戸が52年には
6人世帯へと発展しているのが注目されるが，他に1戸が5人世帯を維持して








ち， 3人世帯では46年の 5戸中，前述の人員増加1戸以外， 1戸が挙家離村，






















































婦夫を 夫婦の 弟兄帯 寸’H走T予 兄 他 計
昭 百第瀬一川
2 j(LJ川~. l) 33 ( 9.1)( 9. 1) ( 6.1) 51. 5) (6.1) (100.0) 
来日
百第瀬二川 2 1 4 3 1 1 12 
46 (16. 7) ( 8. 3) (33.3) 
(8.3) (100. 0) 
年 5 4 
6 20 1 3 3 1 2 45 
(11. 1) ( 8.9) (13. 3) (44. 4)(2. 2) (6. 7) (6. 7) (2.2) (4.4) (100.0) 
昭 第百瀬一川
7 :! 
3 2 32 
(21. 9. 4) (21. . 3) (9. 4) (6. 3) (100.0) 
和
百第瀬二川 3 2 5 1 
12 
52 (25. 16. 7) (41. . 3) (8. 3) 
(100. 0) 
年 10 5 
12 1 3 2 44 

















































































． 夫 ． 世 型




( 20.0) (100.0) 
(3）夫婦・子供 1 （~.O) 1 4 (25. 0) (25. 0) (100. 0) 
(4）~~・その兄弟姉
(5）夫の婦兄弟・子姉供妹・夫婦
(6）父母・夫婦 2 2 (3~. 3) 6 (33.3) I 33.3 (100.0) 
(7）父母・夫婦・子供 3 3 7 C38.o 
1 20 
(15.0) (15.0) 1( 35.0 ( 5.0) (100.0) 
(8）鍔議婦・その 1 1 (100.0) (100.0) 
(9）夫父婦母の・夫兄墾弟姉・妹子供・ (6~. 7) (33. 3) 3 (100. 0) 
側祖婦父母・父母・夫
(1)婦祖父・母子供・父母・夫 1 (3~. 3) 1 3 ( 33.3) 33.3 (100.0) 
(12）祖婦父・母その・父兄母弟姉・夫妹 1 1 (100.0 (100.0) 
(13）そ の 他 2 2 100.01 (100.0) 
叫の類型裂
dg.2) 


















即ち， 46年の（12）の 1戸は52年にはωへ移行し， 46年に（1）の世帯類型であった3
戸は， うち 1戸がωに留まり，他の2戸は世帯類型（7）と（6）へ転化，移行してい





























百第瀬一川 6 11 1 2 1 32 (18.8) (18.8〕 (1:.6) (34.4) ( 3.1) ( 6.3) ( 3.1) (100.0) 
百第瀬二川 1 8 12 ( 8.3) (25. 0) (66. 7) (100.0) 


















（京都〉，店員が1人（京都〉， 銀行員が1人〈大阪〉， 会社勤務（営業） 1人
（石川｜〉，次に県内に就職しているものでは， 会社勤務（工員） 3人， 会社勤


























世帯主（男子〉 23( 95.8) 1( 4.2) 24(100.0) 
主婦（女子〉 21( 91. 3) 1( 4.4) 1 ( 4.4) 23(100.0) 
昭 言十 44( 93.6〕 1 ( 2.1) 2( 4.3) 47(100. 0) 一
和
百瀬J第I 
世帯主（男子〉 8( 88.9) 1(11.1) 9(100. 0) 
主婦（女子〉 9( 90.0) 1(10.0) 10(100.0) 
46 言十 17( 89.5) 1(10. 5) 19(100. 0) 
一
王F メ仁L1 世帯主（男子〉 31( 93.9) 1( 3.0) 1( 3.0) 33(100. 0) 
主婦（女子） 30( 90.9) 2( 6. 1) 1( 3.0) 33(100. 0) 
言十 計 61( 92.4) 3( 4. 5) 2( 3. 0) 66(100.0) 
瀬百J第I 
世帯主〈男子〉 17( 85.0) 2(10.0) 1( 5.0) 20(100.0) 
主婦（女子〉 22( 91. 7) 1( 4.7) 1 ( 4.7) 24(100.0) 
昭 言十 39( 88.6) 3( 6.8) 2( 4. 5) 44(100.0) 一
来日
百瀬j第I 
世帯主〈男子〉 8(100.0) 8(100. 0) 
主婦（女子〉 9(100. 0) 9(100. 0) 
52 計 17(100. 0) 17(100.0) 
一
年 メ口』 世帯主（男子〉 25( 89.3) 2( 7.1) 3( 3.6) 28(100. 0) 
主婦（女子〉 31( 93.9) 1( 3.0) 1( 3.0) 33(100.0) 









｜ ｜自家農林｜ ｜ 
自宅にし；｜村外で｜業・自家｜村内で l村外へ出
るがま九｜ ｜省工・サ｜ ｜ ｜無答｜合 計
些少・就｜就学｜士ピス業｜就職｜て就職









































































































































9(29. o) I 3( 9. 7)1 6(19. 4)113(41. 9) 
13C 43. 3) I 1 c 3.3)1 403. 3)111C36.1) 
22C36. 1) I 4C 6. 6)l10C16. 4)124(39. 3) 
1c 5. 9)1 1C4i. 2)1 I 4(23. 5)1 5(29. 4) 
3(13. 6)1 6(27. 3)1 2( 9.1)1 2( 9.1)1 9(40. 9) 
4(10. 3)113(33. 3)1 2( 5.1)1 6(15. 4)114(35. 9) 
--, I 1(12.刊 17(87.5)
2(22.2)1 7(77.8) 























































































































村Tてこ外しも、にい 由にまカミ ない l口』らっても せる 無答し、7こし、 し、Tこし、
間第
世帯主（男子〉 2(25.0) 1(12.5) 5(62.5) 8(100.0) 
主婦（女子〉 1(16.7) 2(33.3) 3(50.0) 6(100. 0) 
昭 言十 3(21. 4) 3(21. 4) 8(57. 1) 14(100.0) 一
和
百瀬J第I 
世帯主（男子〉 3(60.0) 1(20.0) 1(20.0) 5(100.0) 
主婦（女子〉 1(20.0) 1(20. 0) 2(40.0) 1(20.0) 5(100. 0) 
46 言十 4(40.0) 2(20.0) 3(30.0) 1(10.0) 10(100.0) 
一
年 ム口、 世帯主（男子〉 2(15.4) 4(30.8) 1( 7.7) 6(46.2) 13(100.0) 
主婦（女子〉 1( 9. 1) 3(27.3) 1( 9.1) 5(45. 4) 1( 9.1) 11(100.0) 
言十 言十 3(12. 5) 7(29. 2) 2( 8.3) 11(45. 8) 1( 4. 2) 24(100.0) 
百瀬j第I 
世帯主（男子〉 1(20.0) 1(20.0) 3(60.0) 5(100. 0) 
主婦（女子〉 2(22.2) 7(77.8) 9(100. 0) 
昭 計 2(14. 3) 1( 7.1) 1 ( 7.1) 10(71. 4) 14(100.0) 
和
百瀬j第I 
世帯主〈男子〉 1 (14. 3) 7(100. 0) 
主婦（女子〉 1(14.3) 6(85.7) 7(100. 0) 
52 言十 1 ( 7.1) 1 ( 7.1) 12(85.7) 14(100. 0) 
一
年 メ口斗 世帯主（男子） 2(16.7) 1( 8.3) 9(75.0) 12(100.0) 
主婦（女子〉 2(12. 5) 1 ( 6.3) 13(81. 3) 16(100.0) 





































らい い合 5十Tこし、 TこL、 し、 位’~ 
瀬j第百fl 
世帯主（男子〉 1(12. 5) 6( 75.0) 1(12.5) 8(100. 0) 
主婦（女子〉 2(16.7) 1( 8.3) 8( 66.7) 1( 8.3) 12(100.0) 
昭 言十 3(15.0) 1( 5.0) 14( 70.0) 2(10. 0) 20(100.0) 
手口
瀬J第百fl 
世帯主（男子〉 1(100.0) 1(100. 0) 
主婦（女子〉 1(100. 0) 1(100. 0) 
46 1( 50.0) 1( 50.0) 2(100.0) 
一
年 メ口'>. 世帯主（男子〉 1(11.1) 1(11.1) 6( 66.7) 1(11.1) 9(100. 0) 
主婦（女子〉 2(15.4) 1( 7.7) 9( 69.2) 1( 7.7) 13(100. 0) 
言十 3(13. 6) 2( 9.1) 15( 68.2) 2( 9.1) 22(100. 0) 
百瀬J第I 
世帯主（男子〉 5( 62. 5) 1(12.5) 8(100. 0) 
主婦（女子〉 1(11.1) 1(11.1〕 7( 77. 8) 9(100. 0) 







生F i口』 世帯主（男子） 2(25.0) 5( 62.5) 1(12.5) 8(100.0) 
主婦（女子） 1(11.1) 1(11.1) 7( 77.8) 9(100. 0) 
計 3(17.6) 1( 5. 9) 12( 70.6) 1( 5. 9) 17(100.0) 
と52年の聞には余り差異はなく，先の村外就職のあととりの将来についてと同
様に， 「本人の自由にまかせる」とするものが圧倒的に多数を占めてL、るのが
認められるO
このようにみてくると，前述のこの地区に対する村の積極的な開発事業にも
かかわらず，この村に若い，特に男子の労働力を吸収できる安定した近代的な
- 94-
-423ー
就業の場が，今のところ増大するようには思えないし，また，交通網が改善さ
れても，平野部の諸都市への通勤はまた容易なことではなし、。そのような状況
のなかで，この地区の若年齢層，とりわけあととりまでも，村外へ就職し，村
外への流出が進みつつあるのであって，その現実を考えると，一応挙家離村は
小康状態といっても，この地区の将来は決して明るい希望に満ちたものではな
いように思われるO （未完〉
